
きんきん接骨院では、スポ

ーツ障害の方を幅広く受け

入れております。今回は、

野球の投球障害に関しての

話をしていきたいと思いま

す。投球障害は勉強会に参

加するなど私自身興味深い

分野です。投球は５つの期に分けて考えていま

す。ワインドアップから始まりフォロースロー

で終わります。この５つの期については図を掲

載しておきます。 

投球障害予防のためには、５つの期で注意しな

ければならない点や障害の起きやすい動作をし

ないことが重要です。私自身、選手の経験・指

導の経験・投球障害の患者さんを施術した経験

から人間が意識して投球時に改善できるのは１

つか２つのポイントだけなのです。 

では、何をしてケガ障害を予防したらよいので

しょうか？１つ着目していただきたいのが姿勢

(投球姿勢)です。 

写真のように不良姿勢では、肩や腕の上がりが

不充分となり肘への負担が増えます。 

当院では、姿勢の改善・患部の状態の把握・可

動域チェック等を姿勢分析や徒手検査といった

方法で１人１人に、適したリハビリメニューを

提案し、グラウンド復帰をサポートしています。 

また、学童～中学生の時期は、体格差やフォー

ムが不安定なことが原因で障害が起こります。

子供きんきん接骨院では、スポーツ障害の方を

幅広く受け入れております。達は多くの方々か

らアドバイスをもらいますが、消化しきれてい

ないケースが多いように感じます。もちろん専

門的な面から投球動作を説明しても、すべてを

理解して体現してもらうことはかなり難しいと

思っています。それだけに専門的なこともでき

るだけ噛み砕いて説明し、監督コーチから言わ

れていることと混乱が起きないように努めてお

ります。目の前の大会に向けて治療することも

大事ですが、その先にある高校・大学・社会人・

草野球と幅広い年齢で楽しめるスポーツですの

で長く続けて頂ける体作りをしてもらいたいと

思います。その中でたくさんの出会いや仲間が

できます。グラウンドで楽しく思いっきり野球

をしてもらいたいとの想いから。診察からグラ

ウンドまでをつなぐお手伝いをしたいと思い取

り組んでいます。
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野球と長ーく向き合うための投球障害予防と克服術 



  

     
  

やきにくてんごく 

 

☎042-377-4691 

 

住所：稲城市東長沼 452 

JR 南武線 稲城長沼駅 

徒歩 2分 

 
坂浜サッカークラブ 

 

体験入部はいつでも受付中‼ 

土・日の練習の他、火(第 2＆第

4 のみ)・水・木にナイター練習

を行っております！ 

※練習場所はお問合せ又は HP

にてご確認下さい 

090-3344-5087(小田まで) 

 

     
 

 

 

 

小学生 1年生～5年生 男女 

一緒にバレーボール 

しませんか？ 

毎週(木)17：00～19：00 四小 

毎週(土)12：00～17：00 四小 

毎週(日)13：00～17：00 三小 

連絡先：hi-clovers-ro 

@docomo.ne.jp 

   
少年野球 

主に一小、三小、南山小の児童

が活動しています。 

低学年は一小、高学年は多摩川

河川敷(矢野口)にて主に練習し

ています。コメッツ HP にてお問

合せ下さい。 
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※駐車場あります。 

稲城の少年野球から始まり、大

学まで硬式野球を真剣に取り組

んでました。自分自身のケガの

経験、チームメイトのケガを見分

するうちに、周囲の方々のケガ

を防ぎたいという思いから柔道

整復師を志しました。免許取得

後 7 年間、接骨院に勤務し実

績を積みました。 

2012 年にスポーツトレーナー N

NSCA の資格を取得。クラブ活

動のトレーナー、接骨院の業務

を行って参ります。 

院長 堀口元気 プロフィール 



 


